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前回審査会（令和５年 12 月 15 日）等における指摘事項及び都市計画決定権者の見解 

（尾張都市計画道路 １・３・２号 名岐道路 環境影響評価準備書） 

 

番号 指 摘 事 項 都 市 計 画 決 定 権 者 の 見 解 関連頁 
大気質  
１ 準備書 11-1-43 ページ「表 11-1-33 排出係数」はど

のように算出したのかを教えていただきたい。 

（長田委員） 

2025 年次（令和 7年次）の排出係数は、「道路環境影響評価

等に用いる自動車排出係数の算定根拠（平成 22 年度版）」（平

成 24 年 2 月、国土交通省国土技術政策総合研究所）に示され

た近似式（排出係数：EF ＝ A/V＋BV＋CV2＋D（V：平均走行速

度[km/h]））により、各走行速度及び物質ごとの排出係数を算

出しました。 

準備書 

11-1-43 

２ 平成 22 年時点と比較して令和７年時点でどれくらい

排出係数が減少しているのかを教えていただきたい。 

（長田委員） 

平成 22 年次（2010 年次）と令和 7年次（2025 年次）を比較

した排出係数の減少率は、小型車類は、窒素酸化物で５３．８

～５９．８％、浮遊粒子状物質で８３．７～８９．４％です。

また、大型車類は、窒素酸化物で８２．２～８３．８％、浮遊

粒子状物質で９５．０～９５．２％です。詳細は以下のとおり

です。 

 

＜走行速度 21.4km/h における平成 22 年次と令和 7年次の排出係数＞ 

項目 
小型車類（g/km・台） 

H22 年次 
(2010 年次) 

R7 年次 
(2025 年次) 

減少率(％) 
(R7-H27) 

窒素酸化物 0.163 0.072 55.6 

浮遊粒子状物質 0.009327 0.001377 85.2 

 
 

項目 
大型車類（g/km・台） 

H22 年次 
(2010 年次) 

R7 年次 
(2025 年次) 

減少率 
(R7-H27) 

窒素酸化物 3.925 0.701 82.2 

浮遊粒子状物質 0.226864 0.011253 95.0 

 

準備書 

11-1-43 

資料３ 
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番号 指 摘 事 項 都 市 計 画 決 定 権 者 の 見 解 関連頁 

 

＜走行速度 27.4km/h における平成 22 年次と令和 7年次の排出係数＞ 

項目 
小型車類（g/km・台） 

H22 年次 
(2010 年次) 

R7 年次 
(2025 年次) 

減少率(％) 
(R7-H27) 

窒素酸化物 0.141 0.064 54.8 

浮遊粒子状物質 0.007589 0.001028 86.5 

 

項目 
大型車類（g/km・台） 

H22 年次 
(2010 年次) 

R7 年次 
(2025 年次) 

減少率 
(R7-H27) 

窒素酸化物 3.332 0.592 82.2 

浮遊粒子状物質 0.192048 0.009452 95.1 

 

＜走行速度 40km/h における平成 22年次と令和 7年次の排出係数＞ 

項目 
小型車類（g/km・台） 

H22 年次 
(2010 年次) 

R7 年次 
(2025 年次) 

減少率(％) 
(R7-H27) 

窒素酸化物 0.107 0.049 53.8 

浮遊粒子状物質 0.005183 0.000548 89.4 

 

項目 
大型車類（g/km・台） 

H22 年次 
(2010 年次) 

R7 年次 
(2025 年次) 

減少率 
(R7-H27) 

窒素酸化物 2.472 0.432 82.5 

浮遊粒子状物質 0.143874 0.006958 95.2 

 

＜走行速度 80km/h における平成 22年次と令和 7年次の排出係数＞ 

項目 

小型車類（g/km・台） 

H22 年次 
(2010 年次) 

R7 年次 
(2025 年次) 

減少率(％) 
(R7-H27) 

窒素酸化物 0.103 0.041 59.8 

浮遊粒子状物質 0.005386 0.000876 83.7 
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番号 指 摘 事 項 都 市 計 画 決 定 権 者 の 見 解 関連頁 
 

項目 
大型車類（g/km・台） 

H22 年次 
(2010 年次) 

R7 年次 
(2025 年次) 

減少率 
(R7-H27) 

窒素酸化物 2.580 0.417 83.8 

浮遊粒子状物質 0.113207 0.005576 95.1 

 

準備書 p11-1-43（表 11-1-33）の数値に誤りが確認されたた

め、評価書で修正する方針です。なお、予測については正しい

排出係数を用いて適切に行っており、予測及び評価の結果に

修正がないことを確認しております。 

（※上表の黄色ハッチング箇所） 

 

騒音  
３ 今回の計画とほぼ同じ二階建ての構造の道路の工事の

際に様々な知見が得られたと思うが、知見の蓄積という

点で生かされているのかどうか、予測の際には想定され

なかったが実際には予想外のことが起きたということが

あれば教えていただきたい。 

（大石委員） 

本環境影響評価では、国土交通省において、全国の道路事業

の環境影響評価の実施状況を踏まえ、各環境分野の学識経験

者による議論を経て作成された「道路環境影響評価の技術手

法」（平成 24 年度版、一部令和 2年度改定）等に基づいて行っ

ております。この技術手法は、科学的知見の進展や制度改正に

よる見直しも行われており、予測手法の精度や環境保全措置

の効果に係る知見が蓄積されているものと考えております。

なお、環境保全措置の検討にあたっては、本事業と類似する先

行事例や既往の環境影響評価事例を参考に検討を行いまし

た。 

また環境影響評価後、社会情勢の変化など不測の事態が発

生した場合には、関係法令に基づき、事業者等により、適切に

対応されているものと考えております。 

 

－ 
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番号 指 摘 事 項 都 市 計 画 決 定 権 者 の 見 解 関連頁 
４ 既に供用されている道路（名古屋高速 16 号一宮線）の

供用時の環境の状況の調査がされているのか。今回は、

その測定結果を用いて予測が行われているのか、あるい

は、用いないで予測が行われているのかを教えていただ

きたい。 

（大石委員） 

既に供用されている道路（名古屋高速 16 号一宮線）の供用

時における環境状況調査は、一宮市及び本環境影響評価にお

いて実施しております。一宮市の騒音調査結果は、準備書 p4-

1-17～p4-1-21 に、本環境影響評価の騒音調査結果は、準備書

p11-2-19～p11-2-24 に記載してあります。 

工事用車両の運行に係る騒音については、既存道路の現況

の等価騒音レベルに工事用車両の上乗せによる等価騒音レベ

ルの増加分を考慮した等価騒音レベルを求めることで予測を

行っております。予測地点１は、名古屋高速 16 号一宮線の供

用区間に設定されているため、名古屋高速 16 号一宮線の影響

を含んだ道路交通騒音の現地調査結果を既存道路の現況の等

価騒音レベルとして用いています。 

 

準備書 

4-1-17 

～21 

11-2-19 

 ～24 

11-2-33 

 ～34 

 

５ 基準を超過するため対策を実施するという計画だが、

かつて行った対策が十分に役立ったかどうかという点に

ついて教えていただきたい。 

（大石委員） 

防音パネルまたは防音シートによる対策は、「一般社団法人

日本音響学会の ASJ CN-Model 2007」の研究結果によると、音

源と予測点との間に防音パネルもしくは防音シートを設置す

ることで、回折及び透過損失に伴う減音効果があると示され

ています。 

排水性舗装による対策は、「一般社団法人日本音響学会の

ASJ RTN-Model 2018」の研究結果及び「低騒音舗装の概説（財

団法人 建設物価調査会）」によると、舗装に空隙を作り多孔質

とすることや、表面に細かい溝や穴を作ることで騒音が吸収

され、低減効果があると示されています。 

－ 
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番号 指 摘 事 項 都 市 計 画 決 定 権 者 の 見 解 関連頁 
動物 

６ 国道 22 号を越えて飛翔する鳥類の状況を把握するた

め、飛翔高度の調査を行う計画だったため、その結果を

示していただきたい。（橋本委員） 

鳥類の飛翔高度に関する調査結果を別添資料にて示しま

す。 

 

－ 
 

植物 

７ 植物相確認種数一覧は、「「令和３年度版 河川水辺の

国勢調査のための生物リスト」（令和３年、国土交通省）」

に準拠したとあるが、現地調査時に、アカミタンポポを

確認していたのであれば、植物相確認種数一覧にアカミ

タンポポを入れていただきたい。アカミタンポポは、工

事による改変の指標になる。 

（渡邊委員） 

現地調査において、主に種子の色により同定を行っており

ますが、明らかにアカミタンポポと考えられる個体は確認さ

れていません。 

 

準備書 

11-8-24 
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番号１

尾張都市計画道路 1・3・2号 名岐道路
環境影響評価準備書　令和5年10月
大気質　予測条件

資料３　参考資料
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国土技術政策総合研究所 研究資料
道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠
（平成 22 年度版）

番号１

0.0762428849
に修正
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番号１



○近似式
排出係数 EF ＝ A/V＋BV＋CV2＋D         V：平均走行速度[km/h]

○「中間年次の自動車排出係数近似式係数一覧」抜粋

年 項目 A B C D
NOｘ -0.25063622 -0.00657231 0.00005332 0.29056757
SPM 0.0505593958 -0.0003571716 0.0000031505 0.0131649024
NOｘ -0.18936377 -0.00270580 0.00002039 0.12967510
SPM 0.0067094321 -0.0000860043 0.0000008025 0.0025368970

○算定結果
V=速度
(km/h)

項目
排出係数(2010年)

平成22年
排出係数(2025年)

令和7年
減少率（％）

NOｘ 0.163 0.072 55.6
SPM 0.009327 0.001377 85.2
NOｘ 0.141 0.064 54.8
SPM 0.007589 0.001028 86.5
NOｘ 0.107 0.049 53.8
SPM 0.005183 0.000548 89.4
NOｘ 0.103 0.041 59.8
SPM 0.005386 0.000876 83.7

○「中間年次の自動車排出係数近似式係数一覧」抜粋

年 項目 A B C D
NOｘ 9.45345681 -0.14325844 0.00124097 5.98054622
SPM 1.5469182952 -0.0051393982 0.0000404677 0.2460289003
NOｘ 1.85596118 -0.02539552 0.00021347 1.05948939
SPM 0.0762428849 -0.0002792905 0.0000022382 0.0126419279

○算定結果
V=速度
(km/h)

項目
排出係数(2010年)

平成22年
排出係数(2025年)

令和7年
減少率（％）

NOｘ 3.925 0.701 82.2
SPM 0.226864 0.011253 95.0
NOｘ 3.332 0.592 82.2
SPM 0.192048 0.009452 95.1
NOｘ 2.472 0.432 82.5
SPM 0.143874 0.006958 95.2
NOｘ 2.580 0.417 83.8
SPM 0.113207 0.005576 95.1

27.4

平成22年(2010年)と令和7年(2025年)の排出係数の算定結果

小型車類

2010
平成22年

2025
令和7年度

21.4

27.4

40

80

40

80

大型車類

2010
平成22年

2025
令和7年度

21.4
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番号２
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番号６
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番号６


